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昔話考
「動物昔話」と「笑い話」をめぐって











昔話の分類としては The Type of the Folktale（３）（昔話のタイプ）の中で、「本格昔話」に「動


















































イツでは例えば「グリム・ドイツ伝説集」の「ハーメルンの鼠捕り男」（６）（Die Kinder zu Hameln）
の言い伝え等良く知られている。一方日本では「鼠浄土」の昔話に代表されるごとく、鼠を神に
関わる動物であるとの俗信があり、特に白鼠は農神で富の神とも信仰されてきた大黒天の使者だ










































こと おぼ き つ ね い
りて相寝よ」といふ。故に夫の語を誦えて来たり寝き。故に名は支都禰と為ふ。時に、彼の妻、



















































































einen schönen Brei geben.（直訳：それはうまいおかゆをくれるだろう）といえば「ひどい混乱
を起こすだろう」といった意味で、恐らくドロドロしたおかゆが混乱のイメージに繋がっている




















































































































man will another in the oven seek except that himself have been there before.）といった諺もあ
る。要するに、「悪事を働いた者は、他人も同様だと思う」という意味である。
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